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上田交通別所線(上田一別所温泉間 ・11，6キロ伝)は、現在、大正末か ら昭和初期製造の電車15両が走

っていますが、10月からは古い車両を廃止して新型電車を導入することになってい ます。これに伴い、

観光客や鉄道ファンなどに人気の高い、昭和 2年製の、丸窓電車、 3両も惜しまれつつ、 9月いっぱい

で引退することになりました。沿線には、最後の姿をカメラにおさめようとするファンが関東や関西な

どから大勢詰めかけています。なお、丸窓電車は、 月IJ所温泉駅に 2両が陳列、保存される予定です。
八
札

一
山
崎
A
F
判
市
凡さ
ん

人
-
‘
一
制
内
み
ん
さ
ん

こ

一
石
井
信
義
さ
ん

八
七
一

山
崎
良
江
さ
ん

市
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と
月
所

民

同

役

市

り

市

「

ト

品

日

す

に
で

の

ま

合

ま

長

い

都

午

市

て
は
正
す

シ
」

つ

同
月

p
り
宇
品

民

一川

来

市

川

市

U
五

刊

行

-
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前

室

月
日

午

長

毎

の
細
川
市

長

日

階

111 
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本j品計

農地問題相談日

「農地問題相談」を10月 1日附午前8
時30分か ら午後 5時まで、市役所2階

農業委員会事務局で行います。

9丹市議会定例会、交通網の整備促進を ..2・3ペ ージ

長寿ベス トテン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 4ペ ージ

「健康づくり市民のつどい」 で体験発表・・・・・・・・・・・・5ペ ージ

上田ノぜイパス、建設工事全線におよぶ・・・・・.......6ペ ージ

「施設を見る会」にご参加を........--.................7ペ ー ジ

カメラレポ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............8・9ペ ー ジ

お知らせ・・ ・・・・・・・・ ・・ ・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・ ・・・ ・・ ・ ・ ・ 1O~12ペー ジ

主な内容

じ
じ
tへ }し



だ 1l({fll6111二9J]1611-一一(2)ーー

市
長
提
案
説
明

一-一-一一.一-一-一-
~目

・--・・E
illI .... 

UJ 
~・ r
E ・ 4 噌~

--~­

“・ ...... 
-- ・' ・・一 -
.rc.圃園町

一-一---=-・

え広報う

提
案
説
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を
す
る
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野
市
長

1主 お
き守

.，事967号967号~

主
な
条
例
の
改
正
・
制
定
案

工
に
向
け
て
日
本
道
路
公
団
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

-v上回
バ
イ
パ
ス

9月定例市議会が、 9月 4日から始ま

りました。市議会は、 9月19日まで16日

間の会期で聞かれます。今回は、「昭和61

年度一般会計補正予算案」など20議案が

提案・審議されています。市長提案説明

の要旨を紹介します。

当
面
の
施
策
・
事
業
に
つ
い
て

ひ
ょ
う
害
対
策

被
害
農
家
に
対
し
て
農
協
と
連
絡

を
取
り
消
毒
を
呼
び
か
け
る
な
ど
の

指
導
、
ま
た
農
業
災
害
総
合
対
策
事

業
と
し
て
関
係
予
算
の
専
決
処
分
を

し
ま
し
た
。

円
高
|
適
切
な
対
応
で

降ひょう による被害調査

昨
年
か
ら
の
急
激
な
円
高
に
対
し

て
金
融
面
や
企
業
競
争
に
生
き
残
る

た
め
の
相
談
業
務
、
さ
ら
に
公
共
事

業
の
繰
り
上
げ
施
行
な
ど
を
実
施
。

今
後
も
情
勢
を
み
な
が
ら
適
切
な
対

応
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画

県
と
と
も
に
そ
の
指
定
に
向
け
努

力
。
昨
年
十
月
に
は
、
財
団
法
人
浅

間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
が
設
立

さ
れ
十
二
億
円
を
目
標
に
基
金
造
成

に
入
っ
て
い
ま
す
。
県
や
市
町
村
の

上
室
賀
地
区
に
健
康
増
進
施
設
の

建
設
で
、
七
千
五
百
五
十
万
円
(
第
三

出
資
分
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
め
ど
が
た

ち
、
今
後
は
民
間
段
階
へ
。
上
田
リ

サ
ー
チ
パ

l
ク
に
つ
い
て
も
、
ゾ
ー

ン
の
設
定
を
急
い
で
い
ま
す
。

テ
レ
ト
ピ
ア
モ
デ
ル
都
市

三
月
五
日
の
郵
政
省
か
ら
の
指
定

に
続
き
、
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
に
向

け
て
努
力
。
高
度
情
報
化
社
会
に
向

け
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

道
路
網
の
建
設
促
進

V
関
越
道
上
越
線

佐
久
・
更
埴
問
に
つ
い
て
は
、
一

月
に
整
備
計
画
路
線
と
し
て
格
上
げ

さ
れ
、
今
後
建
設
が
よ
り
促
進
さ
れ

る
と
考
、
ζ

ら
れ
ま
す
。
皐
期
建
凡
主
奇

• 上敷
田 育
真費
回
陣
太
鼓
ン
ン
ガ
ホ

/レ
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ー
に
向
け
て
日
本
道
路
公
同
に
杭
極

的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

V
卜

-m
バ
イ
パ
ス

第
-
則
仁
民
一
に

つ
い
て
は
、
町
和

六
十
二
年
度
で
斬
同
定
二
車
線
供
用
の

め
ど
が
つ
き
、
全
区
間
に
わ
た
り
工

事
発
注
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
本
線
工
事
に
関
連
す
る
上
田

駅
大
屋
線
な
ど
の
整
備
に
も
積
極
的

に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
す
。

V
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

昭
和
六
十
四
年
三
月
に
全
線
開
通

の
予
定
で
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

V
秋
和
上
堀
線

来
春
に
は
全
線
開
通
の
見
通
し
o

v生
活
関
連
道
路

整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

'v
千
曲
川
左
岸
広
域
営
農
団
地
農
道

上
岡
市
分
の
ル

l
ト
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
合
怠
を
得
て
決
定
し
、
早
期

実
現
に
向
け
て
国
や
県
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
ま
す
。

fごえ一ー(3)一一一一昭和61年 9月16日 広報う

マ
上
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い

戸
籍
の
附
票
の
閲
覧
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
改
正
。

マ
上
田
市
相
染
閣
条
例
の
一
部
改
正

使
用
料
中
に
所
要
の
改
正
。

マ
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

使
用
料
の
改
定
。

マ
上
田
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

制
定
火
入
れ
に
関
す
る
許
可
権
者
が
市

町
村
長
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
森
林

法
に
基
づ
く
火
入
れ
の
許
可
事
務
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
案
の
内
容

今
回
の
補
正
額
は
、
十

一
億
五
千

三
百
四
十

一
万
三
千
円
で
、
こ
れ
に

よ
り
補
正
後
の
総
額
は
二
百
十
四
億

五
千
七
百
七
十
八
万
九
千
円
と
な
り
、

前
年
同
期
に
対
し
て
三
%
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の

平井寺トンネル有率伝道路の
工事に着手

市
債
八
億
八
千
五
百
十
万
円
、
県

支
出
金
一
億
二
千
八
百
五
十
一
万
二

千
円
、
国
庫
支
出
金
七
千
五
百
五
十

三
万
九
千
円
な
ど
、
収
入
可
能
な
範

囲
で
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

-
総
務
費

(
仮
称
)
上
田
地
域
テ
レ
ト
ピ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
(
第
三
セ

ク
タ
ー
方
式
で
設
立
予
定
)
へ
の
出

資
金
二
千
六
百
万
円
。

-
民
生
費

同
和
対
策
環
境
整
備
の
工
事
費
に

約
千
四
百
万
円
。
民
間
保
育
所
施
設
、

設
備
近
代
化
事
業
補
助
金
が
約
百
四

十
四
万
円
お
よ
び
私
立
保
育
所
措
置

費
に
約
五
千
二
百
七
十
万
円
。

-
農
林
水
産
業
費

転
作
促
進
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、

農
道
舗
装
工
事
に
五
百
万
円
、
ま
た

花
き
育
苗
施
設
の
設
置
な
ど
に
補
助

金
約
千
百
八
十
万
円
。

同
和
地
区
農
業
生
産
基
盤
整
備
事

業
と
し
て
、
工
事
費
に
二
千
二
百
万

円。

降ひょ

間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
が
設
立

さ
れ
十
二
億
円
を
目
標
に
基
金
造
成

に
入
っ
て
い
ま
す
。
県
や
市
町
村
の

上
室
賀
地
区
に
健
康
増
進
施
設
の

建
設
で
、
七
千
五
百
五
十
万
円
(
第
三

期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業
)
。

新
農
業
構
造
改
善
事
業
(
神
科
)

で
、
補
助
金
約
五
千
十
万
円
。

-
商
工
費

小
売
業
の
活
性
化
研
究
会
に
対
し

そ
の
経
費
の

一
部
助
成
。
浅
間
ソ
フ

ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

パ
l
ク
研
究

会
へ
も
補
助
金
を
計
上
。

上
田
駅
か
ら
上
田
城
ま
で
の
観
光

案
内
板
の
設
置
費
五
十
万
円
。
今
年

七
月
ス
タ
ー
ト
し
た
側
キ
ャ
プ
テ
ン

信
州
へ
の
広
告
宣
伝
料
二
十
万
円
も

計
上
(
キ
ャ
プ
テ
ン
に
よ
る
情
報
提

供
を
利
用
)。

ユ

-
土
木
費

道
路
新
設
改
良
費
(
一
般
市
道
分

の
工
事
費
)
で
四
億
円
を
計
上
し
、

生
活
道
路
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
河
川
用
悪
水
路
改

修
工
事
費
と
し
て
三
千
五
百
万
円
。

上
田
駅
大
星
線
に
つ
い
て
は
、
用

地
費
で
四
千
八
百
五
十
万
円
、
補
償

費
が
五
千
二
百
万
円
を
計
上

月
に
整
備
計
画
路
線
と
し
て
格
上
げ

さ
れ
、
今
後
建
設
か
よ
り
促
進
さ
れ

る
と
考
、
唱
え
ら
れ
ま
す
。
同
下
期
建
設
肴

-
教
育
費

上
回
奥
田
陣
太
鼓
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

共
和
国
派
遣
補
助
令
τ
一卜
万
円
、

令

嗣
高
校
総
合
体
育
大
会
出
場
補
助
令

二
十
万
円
を
計
上
。

秋の全国交通安全運動
9月21日-----30日

一 運動の重点目標一

①シートベルト・ヘルメットの正しい着用の徹底

②歩行者および自転車利用者、特に高齢者の交通

事故防止

③二輪車を中心とした無謀運転の追放

(9月23日には、交通安全上田地区住民大会が上

田市文化センターで聞かれます)
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最
近
と
フ
で
す
カ通
ク

①吉沢サミジさん

(102歳・愛宕町・女)

え

昨
年
十
月
、
足
が
利
か
な
く
な
り
寝

た
き
り
で
す
が
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と

(
掃
除
、
着
が
え
な
ど
)
は
自
分
で
し

ま
す
。
頭
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

ひ
孫
を
あ
や
す
の
が
楽
し
み
で
す
。

広報う

ん

刻

4

C

¥

 

つ

抑

み

朝

団

歳

d
z

司

2

円
ド
リ

nu

石
4
}

ハい

風
邪
も
ひ
か
ず
、
健
康
で
す
。
耳

が
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
視
力
は
眼

鏡
な
し
で
も
本
が
読
め
る
ほ
ど
で
す
。

産
事
は
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
お
風
u
p
が
好

3
で
す
。

.....第967号-第 967号、

市
な
ど
主
催
の
「
第
八
回
・
健
康

づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

」
が
八
月
二

ト
九
日
、
上
岡
市
民
会
館
で
主
婦
や

お
年
寄
り
な
ど
、
約
千
七
百
人
が
参

足
が
少
し
弱
く
な
り
ま
し
た
が
、

毎
朝
、
庭
の
草
取
り
が
日
課
で
す
。
入

浴
や
洗
た
く
も
自
分
で
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
や
歌
番
組
が
好
き

で
す
3

③宮原志げのさん

(102歳・柳沢・女)

足
腰
が
丈
夫
で
、
毎
日
、
家
の
近

く
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
は
、

た
ば
こ
、
テ
レ
ビ
、
歌
う
こ
と
。
こ

こ
数
年
、
病
気
し
た
こ
と
も
な
く
、

今
も
母
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。④伊藤きいさん

(99歳・泉町・女)

か
月
に
わ
た

っ
て
看
護
し
た
西
沢
け

さ
み
さ
ん
(
六
十
二
歳
・
岡
)
と
、

寝
た
き
り
の
奥
さ
ん
を
二
十
四
年
間

も
看
護
し
て
い
る

し材-i兄
たはな市
)、ど内

九をの
月お高 :
六聞齢
日き者
し-
七ま上
日しイ立
にた十
行。人

ま取近

⑤間島ションさん

(99歳・小泉・女)

昨
年
四
月
に
熱
を
出
し
て
か
ら
寝

た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
飯
は
、
軟

ら
か
め
の
も
の
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
も
好
き
で
見
ま
す
。

⑥村上まちよさん

(98歳・下之郷・女)

寝
た
り
、
起
き
た
り
の
生
活
で
す

が
、
健
康
状
態
は
よ
く
、
頭
も
し

っ

か
り
し
て
い
ま
す
。
食
事
は
三
食
と

り
、
野
菜
類
の
煮
物
が
好
き
で
、
よ

(
食
べ
ま
す
。

人
の
賞
重
な
体
験
発
表
の
内
容
を
、

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

集
い
の
最
後
で
は
、
女
優
の
由
美

一

「
J
Z

、

主
⑦森杉はるさん

(98歳・中之条・女)

昨
年
五
月
に
左
足
を
骨
折
し
た
た

め
、
寝
た
き
り
で
す
。
家
の
中
は
つ

え
を
使
っ
て
移
動
し
ま
す
。
お
風
呂

は

一
人
で
。
ひ
孫
に
昔
の
話
を
聞
か

せ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

⑧成田栄さん

(97歳・西脇・男)

毎
朝
、

二
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
お
寺
き
ょ
う

へ
出
か
け
(
歩
い
て
)
、
座
禅
や
自
彊

術
(
体
操
)
を
す
る
の
が
日
課
で
大

妻
と
二
人
暮
ら
し
で
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

し
た
か
と
思
う
と
急
に
現
実
の
世
界

に
戻

っ
た
り
し
ま
し
た
。

病
人
を
看
病
し
て
い
る
と
、
ど
う。

食
事
の
用
意
か
ら
洗
た
く
ま
で
、

す
べ
て
自
分
で
し
て
い
ま
す
。
最
近、

足
が
少
し
弱
く
な
り
ま
し
た
が
、
健

康
状
態
は
よ
く
、
毎
日
牛
乳
を
飲
む

よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

⑨樋口たかきさん

(96歳・下室賀・女)

三
年
ほ
ど
前
か
ら
、
は
っ
て
歩
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
(
こ
ろ
ん
で
大

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
)。
ど
こ
も
悪

く
な
く
、
ご
飯
も
お
い
し
く
い
た
だ

け
ま
す
。

ん
ー
さ

ー

ヴ
齢
実

Hm

し

j

呆久

尺西
嶋
⑩
何

お
聞
き
し
た
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

・
食
べ
も
の
は
何
で
も
食
べ
、
ほ
と

ん
ど
好
き
嫌
い
が
な
い
、

-
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す
(
何
か

一
つ
は
自
分
で
や
る
よ
う
に
し
て

い
る
)
、

が
共
通
点
へ
長
寿
の
秘
け
つ
?
」
で

ー
し
れ
れ
ι

。

，E
l
出

f
晶
司

M
M
f
m汁
向
岡
市
川仰

げ
い
れ
れ

9
HY
生。

l
レ
わ
ん
。

今
日
ま
で
の
E

a

十
四
年
間
、
寝
た
き

り
の
ま
ま
で
い
ま
す
。



鏡

な

し

で

も

本

め

る

ほ

ど

食
事
は
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

テ
レ
ピ
、
お
風
口
口
が
好
き
で
す
。

‘巾

f
A
I
r
-
-帥
曜
の
，
「
拾
わ
喝
ハ
同
町
・
抽
陵
高
山
哨

づ

t

り
市
民
の
っ
と
い

」
か
八
月
二

卜
九
日
、
Ir.
同
市
民
全
館
で
主
的
仰
や

お
年
寄
り
な
ど
、
約
千
七
打
人
が
参

加
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
で
は
、
痴
ほ
う
性
老
人

に
な
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
二
年
九

第9Gi¥;、

健/康/ヴく/り/市/民/の/つ/ど/lIy

t: え一ー(5)一一一ー昭和61年 9月16日 広報う

か
月
に
わ
た
ヮ
て
看
護
し
た
西
沢
け

さ
み
さ
ん
(
六
十
二
歳
・
岡
)
と
、

寝
た
き
り
の
奥
さ
ん
を
二
十
四
年
間

も
主
引
越
し
て
い
る
仁
尾
佐
太
郎
さ
ん

(
七
十

回一歳
・
長
島
)
の
ぺ
人
が
、
体

験
発
表
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

苦
し
み
ゃ
悲
し
み
を
乗
り
越
え
た
こ

か
り
し
て
い
ま
す
。
食
事
は
三
食
と

り
、
野
菜
類
の
煮
物
が
好
き
で
、
ょ

く
食
べ
ま
す
。

人
の
貴
重
立
体
験
発
表
の
内
容
を
、
し
た
か

t
回。、

7
t
急
に
現
実
の
世
界

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

一
に
戻

っ
た
り
し
ま
し
た
。

集
い
の
最
後
で
は
、
女
優
の
由
美
一
病
人
を
看
病
し
て
い
る
と
、
ど
う

か
お
る
さ
ん
が
「
く
ら
し
の
中
の
健
一
し
で
も
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
す
。

康
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
数
年
前
か
一
夫
は
、
私
に
テ
ニ
ス
教
室
に
通
っ
た

ら
続
け
て
い
る
か
西
野
流
呼
順
法
。
一
ら
と
勧
め
て
く
れ
、
そ
れ
か
ら
毎
日

に

つ

い

て

講

演

し

ま

し

た

。

一

曜

日

の

早

朝

、

テ

ニ
ス
を
し
て
汗
を

-
流
し
ま
し
た
。
た
っ
た
二
時
間
の
気

分
転
換
で
し
た
が
、

心
の
中
が
軽
く

な
っ
た
よ
う
で
、
義
母
に
も
や
さ
し

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

看
病
を
し
て
特
に
困
っ
た
こ
と
は
、

痴
ほ
う
性
老
人
に
つ
き
も
の
の
排
出

物
の
処
理
、
入
浴
な
ど
で
す
。
入
浴

は
、
夫
の
妹
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
義
母
は
ふ
ろ
好
き
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
喜
ぴ
ま
し
た
。

発
病
か
ら
二
年
九
か
月
の
後
、
義

母
は
ロ

l
ソ
ク
の
火
が
消
え
る
よ
う

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
発
表

L 
西野流呼吸法を説明する由美かおるさん

子
供
に
か
え
っ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
や
て

義
母
が
発
病
し
た
の
は
昭
和
五
十

年
、
七
十
八
歳
の
と
き
に
目
が
回
る

と
言

い
出
し
て
、
そ
れ
が
半
年
ほ
ど

続
い
た
後
、
つ
い
に
痴
ほ
う
性
老
人

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
義
母
は

過
去
と
現
在
が
交
錯
す
る
よ
う
な
こ

と
を
話
す
よ
う
に
な
り
、
義
母
の
生

ま
れ
育
っ
た
実
家
の
こ
と
な
ど
を
話

寝
た
き
り
の
妻
と

築
い
た
明
る
い
家
庭

グ〉

神私
経の
が妻
-tJJは
れ昭
る手口
病 三
気十
lこ Fヒ
お年
か
さ脊t
~髄f

い
る
}
、

が
共
通
点
(
長
寿
の
秘
け
つ
?
)
で

!」
h
~
。

土屋佐太郎さん

k
l
半
身
が
イ
小
向
田
市
山
L
な
リ

i
L
t

今
日
ま
で
の
卜
四
年
間
、
岩
た
き

り
の
ま
ま
で
い
ま
す
。

発
病
当
時
、

hk
治
医
に
こ
の
ま
ま

で
は
凹

1
4年
の
命
と
い
わ
れ
た
時

は
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
早
速
、
手

術
を
し
ま
し
た
が
、
妻
の
体
は
元
ど

お
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
主
治
医
に
、
今
の
医
学
で
は
奥
さ

ん
の
病
気
を
治
す
こ
と
は
不
可
能
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
そ
の
時
、
私
の
熱
意
で
少
し

で
も
治
し
て
や
ろ
う
と
忠
い
、
朝
と

夜
の
毎
日
二
回
、
妻
の
足
を
屈
伸
運

動
さ
せ
な
が
ら
、
妻
を
励
ま
し
ま
し

た。

一
方
で
は
、
家
の
中
が
暗
く
な

っ
て
は
い
け
な
い
と
考
、
ぇ
、
三
人
の

息
子
の
前
で
は
冗
談
を
言
っ

て
、
で

き
る
だ
け
明
る
い
家
庭
に
な
る
よ
う

に
努
力
し
ま
し
た
。

妻
は
、
幸
い
に
し
て
植
物
人
間
に

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
頭
は
し

っ
か
り

し
て
い
る
の
で
、
私
は
病
人
岐
い
に

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
具
体
的
に
は
、

妻
の
ま
く
ら
も
と
へ
電
話
を
置
い
て

電
話
番
を
さ
せ
た
り
、
家
の
家
計
を

す
べ
て
任
せ
た
り
し
た
の
で
す
。
い

く
ら
寝
た
き
り
の
病
人
と
い

っ
て
も
、

何
か

一
つ

で
も
い
い
か
ら

か
生
き
が

い
。
を
持
た
せ
た
方
が
い
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
妻
の

た
め
に
大
変
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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上田バイパス

え広報う

第
-~‘ 

期
区
間
の

全
線
に
お
よ
ぶ

建
設
工
事

4
L

一

し
F

』

-

J
司

4丘一
4
M
 
緑
一
事
一

、

紅
…
建
一

軒
↑
し
-

h

凶
唯
一

ー

-

E

'
チ
一
リ
'
'
-

て
ヒ
一
色
山
一

、.

.
 

一山口

一

尻
ま
で
五
・
六
キ
ロ
灯
の
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
八
月
に
は
、
最
後
ま
で
残

っ
て
い
た
山
口
地
区
で
正
事
が
始
ま

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
第

一
期
区
聞
の

工
事
が
全
線
に
ま
で
広
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
同
バ
イ
パ
ス
は
、
幅

員
二
十
五
日
の
中
央
分
離
帯
を
も
っ

上田バイパス第 1期区間図

当
面
は
暫
定

2
車
線
で

.... ~ 967号

国
道

一
八
号
線
の
交
通
渋
滞
解
消

を
ね
ら
い
と
し
た
上
回
バ
イ
パ
ス
(
東

部
町
本
海
野
l
上
岡
市
上
塩
尻
問
、

延
長
十

戸
・
五
キ
ロ
ド
己
は
、
現
在
、

術
中
，
叫
附
ぽ
β
州
附
の
山
仏
凶
収
陶
肢
ゆ
温
和
M

-
句
L
ム
市
恒

967号』同

「
施
設
を
見
る
会
」
に

5，600m 第 1 期区I~j

四
車
線
道
路
で
す
が
、
当
面
は
暫
定

二
車
線

(幅
員
十
二

・
五
μ
川
)
で
昭

和
六
十
二
年
度
末
ま
で
に
第

一
期
区

聞
の
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

最
大
の
難
工
事
・
蛇
沢
橋

改
良
工
事
の
、
7
ち
、
上
塩
見
1
1
秋

毎
年
行
っ
て
い
る

「市
の
施
設
を

見
る
全
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
施
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会
で

和
問
(
千
四
百
川
・
図
⑦
)
と
住
吉

地
区
(
六
百
八
十
口
・
図
②
)
の
あ

わ
せ
て

二
千
八
十
川
は
、
舗
装
を
除

い
て
は
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
国
道

一
四
四
号
線
|
広

域
農
道
間
(
二
百
三
十
灯
・
図
①
)

は
、
今
年
三
月
、
す
で
に
供
用
開
始

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
工
事
の
中

で
、
住
吉
と
蛇
沢
を
結
ぶ
上
田
バ
イ

パ
ス
最
大
の
難
工
事
・
蛇
沢
橋
(
二

百
四
十
口

・
図
③
)
は
、
橋
脚
八
基

の
う
ち
七
基
は
す
で
に
完
成
し
て
お

り
、
残
り

一
基
は
今
年
度
中
に
建
設

す
る
予
定
で
す
。
続
い
て
、
来
年
度

に
は
橋
げ
た
の
架
橋
工
事
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
に
ご
協
力
を

こ
の
ほ
か
、
秋
和
新
田
問
(
千

七
百
八
十
口
・
図
⑤
)
に
続
い
て
、

七
月
に
は
新
田
工
区
(
七
百
二
十
日
・

図
⑤
)
、
八
月
に
は
山
口
工
区
(
六
百

九
十
口
・
図
④
)
で
そ
れ
ぞ
れ
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
部
供
用
開
始
に
な
っ
た
部
分
を
除

き
、
第

一
期
区
聞
の
改
良
工
事
が
全

線
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
c

工
事
期
間
中
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
m
隣
と
ご
防
剛
'
刀
亭
』
お
簡
明
い
し
ま
す
'。

卜ーーー一

国民年金相談を開催

と き...10月4日(却午前10時か ら午後4時

ところー・上田商工会議所 1階ロビー

内 容...国民年金保険料の納付、年金額など

何でもけっこうです。小諸社会保険

事務所の専問官がお答えします。

お問い合わせ・・・国保年金課国民年金係(宮⑫

4100内線285・有線②0711)

県外

信濃美術館の移動展

県信濃美術館主催による移動展を次のとお

り開催します。

と き・・・ 9月20日(士)カ、ら 9月28日(日)

時一午後 5時

ところ… k田創造館(美術館)

展示品一県出身作家の絵画および彫刻、

作家による信州の風景画

に
リ
モ
コ
ン
ポ
ー
ト
を
入
れ
る
ニ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
ポ

l
ト
場
は
、

九
月
二
十
日
出
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

午前 9
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部
町
本

rm野
上
岡
市
上
塩
尻
問
、

延
長
十

，
-
丘
キ
ロ

U
)
は
、
現
在
、

第
.
間
区
間
の
広
成
農
道
か
ら
上
塩

第 967り、fごえ一ー(7)一一一昭和61年 9月16日 広報う

工
事
が
全
線
に
ま
で
広
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
同
バ
イ
パ
ス
は
、
幅

員
二
十
五
口
の
中
央
分
離
帯
を
も
っ

「
給
問
・
前
坂
本
仏
国
同
局
ス
M
W
A
a
E
L
作
品

見学施設および日程

10月 15日 (水)

上田市役所正面玄関前

↓ 
高齢者福祉センタ ー

↓ 

上田市役所正面玄関前

↓ 

10月 14日決)10月 13日 (月)間時

上田市役所正面玄関前

↓ 
合......8時50分

発・…..9時
集
出

上田クリーンセンター

↓ 
(わしば山荘
市民の森公園

↓ 

下水浄化センター

↓ 

リージョンフ。ラザ

上田創造館

↓ 

上回しいのみ園

↓ 

第二学校給食センター

↓ 
浄水管理センター

↓ 
(信濃国分寺資料館
信濃国分寺跡史跡公闇

↓ 

9時10分-10時10分

10時20分-11時30分

正午ー 1時30分
(畳食・
市長との話し合い)

ご
参
加
を

文 イヒセンター

↓ 
館

館

字図書

↓ 
光全

↓ 

占

観

院・礼児院

↓ 
上田中央消防署

↓ 
光会

↓ 
上田市役所正面玄関前

館

産

観

寮

自官

図

↓ 

(上づ、衛生施設組合
家庭排水浄化センター

↓ 
光会

↓ 

幸良

観

1時50分-2時50分

3 a寺-4 "寺

4時10分-4時30分

最
大
の
難
工
事
・
蛇
沢
橋

工
事
期
間
中
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

改
良
工
事
の
、
7
ち
、
上
塩
尻
|
秋

上田市役所正面玄関前

毎
年
行

っ
て

い
る
「
市
の
施
設
を

見
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
施
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
料
は
無
料
で
、
お

一
人
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昼
食
は
市

で
用
意
し
ま
す
。

見
学
施
設
・
日
程
・
:
上
表
の
と
お
り

で
す
。

集
合
場
所
・
・
・
市
役
所
正
面
玄
関
前

(
時
間
正
確
に
)

定
員
・
:
い
ず
れ
も
四
十
五
名
(
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
先
:
・
秘
書
課
秘
書
広
報
係

(宮

⑫
4
1
0
0
内
線

2
0
5
・
有
線

②
0
6
3
1
)。
十
月
九
日
側
ま
で

に
電
話
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

ト場に

自然運動公園・9月20日

上田市役所正面玄関前

ブールが

ボー

解散-….4時40分

上
田
市
は
、
自
然
運
動
公
園
に
あ

る
プ
ー
ル
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
時
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
流
水
プ
ー
ル

=
に
パ
ン
パ

l
ボ
l
ト
、
徒
歩
プ
ー
ル

「一

ところ

展示品

パンパーボートは流水プールlニ

に
リ
モ
コ

ン
J
Ar
-
-
Ll
キ
ケ
〈
れ
4
0
二

しこ

に
し
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ー
ト
場
は
、

九
月
二
十
日
出
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

パ
ン
パ

l
ボ
1
卜
は、

」
周
--百

二
十

一
日
の
流
水
プ
ー
ル
に
五
台
(
一

人
乗
り
二
台
・

二
人
乗
り
一二
台
)
を
浮

か
べ
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
す
る
こ
と
に

よ
り
円
形
の
チ
ュ
ー
ブ
ボ

l
ト
を
前

後
左
右
、
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

リ
モ
コ
ン
ポ
ー
ト
は
、
流
水
プ
ー

ル
の
内
部
に
あ
る
徒
歩
プ

l
ル
に
六

台
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
プ
ー

ル
外
の
操
縦
台
か
ら
ハ
ン
ド
ル
や
レ

バ
ー
の
操
作
で
自
由
に

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
ボ
ー
ト
場
は
十

一
月
三
日

ま
で
開
場
し
ま
す
が
、
そ
の
利
用
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
無
料
開
放
日
〉

九
月
二
十
日
出
は
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

三
十
分
ま
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

〈
開
場
日
〉

九
月
二
十
日
出
1
十

一
月
三
日
仰

の
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

の
み
開

目
易
A
E
，
 

〈
開
場
時
間
〉

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

〈
料
金
〉

パ
ン
パ
l
ボ
ー
ト
は

一
人
二
百
円
、

リ
モ
コ
ン
ポ
ー
ト
は

一
回
百
円
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「油火災発生/J一化学車
も出動

_(叫

Z晶、、

小
泉
小
を
中
心
に

地
震
防
災
訓
練
ぞ
実
施

....第 967号

市
で
は
、
防
災
の
日
の
九
月

一
日、

小
泉
小
学
校
を
中
心
に
地
震
総
合
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
「
駿
河
湾
を
震
源
地
と

す
る
大
地
震
が
発
生
。
特
に
泉
田
・

川
西
地
区
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
」

と
想
定
。
第
六
中
学
校
建
設
予
定
地

に
、
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

て
、
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
元
自
治
会
の
皆
さ
ん

も
参
加
し
て
初
期
消
火

訓
練

小泉小の児童
も校庭へ避難

「第二出動をせよ」一消防団員に

よる放水訓練

警
戒
本
部
長
(
永
野
市

長
)
も
陣
頭
指
揮

目、上田宮1)

た。 ブラ不

トとグラビ

コンサート

ました。

中での

した。

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
東
小

P
T
A
踏
入
支
部
様

ズ
ボ

ン
ほ
か
十
三
点
生
活
保
護
、
低
所

得
世
帯
へ

マ
中
央
上
田
観
光
掛
様

い
わ
し
百

二
十
ケ

l
ス

社

会
福
祉
施
設
へ

マ
小
島
今
朝
一
様
(
倉

升

)

七

十

万
円
報
恩
寮
施
設
整
備
費
と
し
て

マ
匿

名

四

千

五
百
八
十
四
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
喫
茶
ト
マ
ト
常
連
一
問
機

千
七

百
五
十
六
円
社
会
福
祉
基
金
の
積

立
金
と
し
て

マ
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行
委

員

会

様

四

十
五
万
八
百
十
三
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
樹
守
田
屋
高
庖
梯
机
二
台

観

光
会
館
来
客
用
と
し
て

マ
上
回
少
年
硬
式
野
球
連
盟
樟

十

万

一
千
二
百
五
十
四
円
社
会
福
祉

基
金
の
積
立
金
と
し
て
R
F
Mや
f

イ
一
一
〆

f

Q
川
ピ
廿
づ

Y
n
rA

m
u
ζ
九三-
F

消
費
者
保
護
に
関
す
る
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定期監査の結果について(公表)

地方自治法第 199条第3項の規定に基づき、昭和61年度の定
期監査を下記のとおり執行したので、同条第8項の規定により
その結果を報告します。

ーー(9)一一一一昭和61年9月16日 広報う

人

広

定期監査の結果公表
上田市監査委員

同
直久保田

中沢

監査実施期間

昭和61年4月14日から昭和61年8月6日まで
監査の範囲

昭和60年度における財務に関する事務処理の状況および経
営に係る事業の管理状況など

3 監査の対象

。民生部…市民課、国保年金課、保健予防課、生活環境

課、清掃事務所

部…福祉課(点字図書館、乳児院、母子寮、児童館)、

社会課(母子健康センタ一、相染閣)、保育課

(保育園26園)、同和対策課、福祉事業センター

(西塩田、中塩田、川西各事業所)、報思寮、高齢

者福祉センタ一、産院、川西社会福祉センタ一、

塩田解放会館、城南解放会館、中央解放会館

部…農林課、土地改良課、農村整備課(農村環境

改善センター)

0農業委員会事務局

0建設部…管理課、土木課、都市計画課、下水道課、建

築課、建築指導課

0交通対策局…交通対策課、国道バイパス謀

0水道局…業務課、工務課、浄水管理センタ-

4 監査の結果

各所管における財務に関する事務の執行および経営に係る

事業の管理は関係法令、条例、規則などに準じ、おおむね適

正なものと認められた。

出先機関の出向監査については、相染閣、城下保育園、室

賀保育園、福祉事業センター中塩田事業所、報恩寮および高

齢者福祉センターを対象に実施したが、その事務処理および

施設の管理、運営は、おおむね適正で、あると認められた。

建設工事見場監査については、抽出により農政部2か所、
建設部7か所および水道局2か所の工事を対象に実施したが、

いずれも設計書のとおり完成していることが認められた。な

お、それぞれの監査箇所における細部の指摘事頁については、

その都度注意または改善を促した。

今後とも経済情勢の変化にも十分配意のうえ、行財政改革

の推進と効率的な事務事業の見直しに努め、市民福祉の向上

にいっそうの成果をあげられるよう期待するものである。

に
、
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

て
、
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ハッスルプレーが続出
南小学校では 9月7日、城南地区(城下・

川辺地区)の各自治会が参加 して、女子学童

バレーボール大会(=写真) と壮年ソフトボ

ール大会が行われました。小学生の女子が対

象のバレーボール大会には13チームが参加。

お母さんたちの声援を受けながらハッスル7

レーを展開しました。また、ソフトボール大

全には17チームが参加して、 熱戦を繰り広げ
ました。

戸
us=ロ

A :z:;; 0社

1 

2 

も
参
加
し
て
初
期
消
火

訓
練

幻想的怠演奏会
「天の川コンサート」が8月24日、上回創
造館プラネタリウムで聞かれま した。プラネ

タリウムを投映する中で、フルートとグラビ

ノーパ(けん盤楽器)を演奏するコンサート

とあって、音楽ファンの人気を集めました。

約 100人の聴衆は、幻想的な雰囲気の中での

すばらしい音色に聞き入っていました。

政0農

樫消
諸費

募体;
集験 f
し談関
まを?f
す v

〈
標
語
の
部
〉

作
品
内
容
H
H
マ
訪
問
販
売
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
関
す
る
も

の
マ
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
の

習
得
を
呼
ぴ
か
け
る
も
の
な
ど

作
品
規
格

1
郵
便
は
が
き
に
標
語
、

住
所
(
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
も
)
、

氏
名
、
年
齢
を
明
記

〈
小
論
文
の
部
〉

作
品
内
容
H
H
マ
商
品
の
安
全
性
、
品

質
、
表
示
な
ど
で
感
じ
て
い
る
こ

と
マ
訪
問
販
売
で
の
被
害
体
験
マ

消
費
者
運
動
に
参
加
し
て
の
感
想

マ
こ
れ
か
ら
の
消
費
者
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
な
ど

作
品
規
格

l
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四

枚
以
内
と
し
、
原
稿
に
は
住
所
(
郵

便
番
号
・
電
話
番
号
も
)
、
氏
名
、

年
齢
を
明
記

〈
応
募
方
法
〉

九
月
三
十
日

ωま
で
に
「
=
1
3
8

0

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
六

九
二
|
二

長
野
県
生
活
環
境
部
県

民
生
活
課
」
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

(
当
日
の
消
印
有
効
)
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お知らせ

え広報う

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
人
口

構
造
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

長
野
県
と
上
田
市
は

「高
齢
化
社
会

を
共
に
考
え
る
県
民
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

と

き

:
・
九
月
二
十
五
日
閥
、
午
後
一

時
か
ら
四
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
:
・
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
世

代
の
究
流
と
役
割
の
創
造

市

内

O

者
i

l

爪
川
V
仲
位
置
調
酎
議
情
泣
開
・
エ
1
叫
M
串
ん
玄
十
ル

，事967号
第 967号~

無
料
法
律
相
談
所
を
糊

底二~{'õま

日本温泉制学会の第39回大会ガ、 8月下
旬 (5日間)別所温泉の相染閣などで開催

されました。この大会では、会員(温泉制

学を専攻する研究員〉の研究発表、温泉の

源泉や温泉活性化などの視察研究、専門学

者の講演などが行われました。

さ
ん
(
長
野
女
子
短
大
講
師
)

②
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン
と

会
場
討
論
会

県
民
手
帳
(
臼
年
版
)

を
予
約
中
で
す

企
画
調
整
課
統
計
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
2
0

毎
年
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
ご
愛

用
い
た
だ
い
て
い
る
県
民
手
帳
六
十

二
年
版
の
予
約
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

身
近
か
な
情
報
、
役
立
つ
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
県
民
手
帳
は
、
書
き

や
す
く
、
見
や
す
い
大
型
版
で
す
。

統
計
情
報
の
資
料
も
充
実
し
ま
し
た
。

頒

価

:
三
百
五
十
円

配

布

:

十

一
月
中
旬

予
約
締
切
日
・
・
九
月
二
十
七
日
出

由
甲

1
沿
ル
先

I
A
止
繭
問
調
間
前
空
調
節
仲
枕
許
川

Mm
〈
畢
屯

持
ち
物
:
エ
プ
ロ
ン
、
手
ぬ
ぐ
い

申
込
方
法
:
・
九
月
二
十
五
日
附
ま
で

に
、
保
健
予
防
課
に
電
話
で
申
し

話
で
も
予
約
で
き
ま
す
)

ご
協
力
を

商
業
統
計
調
査

商
業
実
態
基
本
調
査

企
画
調
整
課
統
計
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
1
9

十
月

一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

商
業
統
計
調
査
お
よ
び
商
業
実
態
基

本
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
は
、
商
底
の
分
布

状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
回

は
飲
食
庄
(
パ

l
・
泊
場
な
ど
除
く
)

を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
商
業
実
態
基
本
調
査
は
卸

売
業
お
よ
び
小
売
業
の
経
営
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

も
の
で
、
通
産
大
臣
が
指
定
す
る
事

業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
商
庖
の
経

営
診
断
や
経
営
指
導
、
各
種
の
行
政

施
策
を
進
め
る
基
礎
資
料
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
員
が

調
査
票
を
も
っ
て
お
伺
い
し
、
記
入

の
方
法
な
ど
を
-説
明
し
ま
す
。
秘
密

は
法
律
に
よ
り
固
く
守
り
ま
す
。
ご

多
忙
の
と
こ
ろ
で
す
が
関
係
の
皆
さ

/
ん
の

w
」
抽
肋
品
川

+τ
ゎ
O
師
柑
、
ぃ
ー
し

+Z
ふ

1
0

担
当
医
師
:
国
立
東
信
病
院

先
生

S 

V 

:占

:日
ι1 

2 
1ベ

2 

::~ 

見

百
A 

町V

話

括

部

青
木

で
、
初
心
者
に
限
り
ま
す
。

定
員
・
:
十
五
名
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

講
習
期
間
・
:
十
月
二
十
一
日

ωか
ら

二
十

一
日
間
(
休
館
日
閥
、
土
・

日
曜
日
を
除
く
)
、
時
間
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

内
容
:
・
針
さ
し
、
ベ
ス
ト
、
セ
ー

タ
ー
(
編
機
は
用
意
し
ま
す
)

申
し
込
み
:
・
九
月
二
十
五
日
附
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
電
話
で
も
申
し

込
め
ま
す
。
(
午
前
九
時
か
ら
午
後

九
時
ま
で
。
た
だ
し
日
曜
日
は
午

後
五
時
ま
で
。
水
曜
日
は
休
館
)

-

活

で

一生

の

一

す

一
ら

宇

品

一た

ね

一し

~

か

一一一

件

丸

一あ

コ

を

一

、ι

平ム

一
カ
二

一物

引

責

-
z口
*
平

一
寸
気
立
、

一
し

占

て

-

事
会

f

一
て

υ
っ

一
つ

却

に

一ず

線

ど

一
ゆ

内

な

-

n

u

・レ

-

、
nu
，ノ

一物

叫

フ

い

一品

怠

ラ

き

-

宝

ト

だ

-
た

(

の

く

-り
議
後
品
供

三
4
'
情
党
仏
刈

7
J

ゆ

閉

湖

町

世

間

ご

毛
糸
機
械
編
の

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家

宮
(⑫

2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
婦
人
就

業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、

次
の
と
お
り
毛
糸
機
械
編
の
技
術
講

習
会
を
聞
き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料

で
す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
住
所
の
あ
る
婦
人

-L
L
 

，y
z
 
現口uco 

円
円Qd
 

不用品登録情報(主なもの)

ゆずり ます 〈希望価格〉 ゆずってください

fL母車 無料 ベビーバスケ ット

子供用二段ベット 5，000円 電重力ミシン

電気掃除機 無料 子供用自転車(小5年女子用)

(~~"み式)フードフ。ロセッサー 3 ， 000円 電気冷蔵庫
都市ガス用ふろ一式 15，000円 大人用自転車
'17・1レベット 無料 婦人用自転車

ンングル木製ベッ ト 無料 ソファーベット

剣道防具一式(中学生用) 5，000円 エレピアン(楽器)
政気入り健康ふとん 15，000円 jf'ス大ープて/
福棲 5，000円 卓球台

円ド日同子時蜘二用同ゅ置堂う玉堂一す石い1付寸這升)杭扇) 5，000円
英文タイプライター

10，000円 ピアノ

1，000円 ぶら下り健康器

できる不用品は 学習机

どんなものでも登録しましょう 。 食器だな(横88cm以下)
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テ
ー
マ
:
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
世

代
の
究
流
と
役
割
の
創
造

内
容
・
;
①
基
調
講
演
・
千
野
光
亮

第 967号、

組

料
法
関律
設相
し談
ま所
すを

県
弁
護
士
会
上
田
地
区
会
と
上
回

裁
判
所
調
停
委
員
協
会
で
は
、
「法
の

日
」
週
間
の
行
事
と
し
て
次
に
よ
り

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

と
き
:
・
十
月
三
日
働
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
ニ
ろ
・:
上
田
市
役
所
南
庁
舎
(
五

階
会
議
室
)

t: え一ー(11)- 一一昭和61年 9月16R 広報う

第

3
回

寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
0

と
き
:
・
九
月
二
十
九
日
明

一
時
三
十
分

i
同
四
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
役
所
南
庁
舎

階
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
・
・
・
寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え

る
家
族

内
容
・
:
家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
、
調
理
実
習
(
寝
た
き
り
老

人
に
良
い
食
べ
物
)

配

布

:
・
十
一
月
中
旬

予
約
締
切
日
・:
九
月
二
十
七
日
出

申
込
先
・・
・企
画
調
整
課
統
計
係

(電

怯
吋
ち
晶
明
エ

プ
ロ
ン
、
王'ぬ
ん¥
い

申
込
方
法
・
・
九
月
二
十
五
日
側
ま
で

に
、
保
健
予
防
課
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い。

※
な
お
、
当
日
介
護
を
代
わ

っ
て
く

だ
さ
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
こ

ち
ら
か
ら
介
護
者
が
伺
い
ま
す
の

で
、
申
し
込
む
際
に
ご
連
絡
く
だ

叉
」
い
。

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

訪
問
審
査
事
業
を

実
施
し
ま
す

福
祉
課
福
祉
保

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

午
後

歩
行
が
困
難
な
た
め
、
通
院
し
て

身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
や
車
イ

ス
な
ど
の
補
装
具
の
判
定
書
の
作
成

が
不
可
能
が
在
宅
重
度
障
害
者
宅
を
、

医
師、

看
護
婦
な
ど
が
訪
問
し
て
診

断
書
、
判
定
書
を
作
成
し
ま
す
。
ま

た
、
医
療
や
保
健
な
ど
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

ご
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
九
月
三
十

日

ωま
で
に
福
祉
課
福
祉
係
へ
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
二
日
間
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、

日
程
が
未
定
で
す
の
で
後
日
、
申

込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

は
法
律
に
よ
り
固
く
守
り
ま
す
。
ご

多
忙
の
と
こ
ろ
で
す
が
関
係
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

拍
他
山
ヨ
即
応
血
剛

先
生

回
目
止
+
県
民
椙
山
柄
肘
肌

青
木

健
康
増
進

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施

上
田
保
健
所

宮
⑧
1
2
6
0
内
線
2
3
5

上
田
保
健
所
で
は
、
皆
き
ん
の
健

康
増
進
の
た
め
に
「
健
康
増
進
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
・
:
十
月
十
三
月
側
、
午
前
八
時

四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時

と
ニ
ろ
・
:
上
田
保
健
所
(
上
田
合
同

庁
舎
)

対
象
者
・
・
・
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
人

内
容
:
・
①
健
康
度
測
定
(
検
尿
・

血
液
検
査

・
眼
底
検
査

・
心
電
図

・

診
察

・
血
圧
測
定
な
ど
)
②
休

養
診
断
、
栄
養
診
断
③
栄
養
、

運
動
、
休
養
に
関
す
る
個
人
相
談

④
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
(
十

五
分
間
歩
行
)

定
員
・
:
二
十
人
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

料
金
:
・

一
人
四
千
二
百
七
十
円

申
込
方
法
・
・
・十
月
三
日
働
ま
で
に
上

田
保
健
所
へ
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

10月の乳幼児健康診査
o受付時間は、いずれも午後1時から 2時。
o母子健康手帳とパスタオル (4・10か月児)をお持ちくだ
きい。また、 1歳6か月児と 3歳児は赤ちゃん手帳の中
にある健康診査票を記入してお持ちください。

納期限は 9月30日(火)です。会 士蕩 健 診 実 施日 大サ 象 ノl日」

4か月児
10月2日 61年5月16日-5月31日生

10月21日 61年6月1日-6月15日生

10か月児
10月7日 60年11月16日-11月30日生

上田市役所保南健庁セ舎ンタ ー 10月23日 60年12月1日-12月15日生
(市 2階) 10月1日 60年3月16日-3月31日生

l歳6か月児
10月22日 60年4月1日-4月15日生

3歳児
10月3日 58年9月1日-9月15日生

10月29日 58年9月16日-9月30日生

塩田母子健康センター 140かか月月児児 10月14日
61年5月16日-6月15日生

(温白地区)
60年11月16日ー12月15日生

3歳児 10月24日 58年8月1日-9月30日生

川西社会樹止センター
4か月児 61年5月16日-6月15日生

(}II西地区)
10か月児 10月8日 60年11月16日-12月15日生
1歳6か月児 60年3月16日-4月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車での来庁はご遠慮ください。
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ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
予
防
の
た

め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
別

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る

子
供
さ
ん
は
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

該
当
者
・
:
昭
和
六
十

一
年

一
月

一
日

か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
供
さ
ん
(
四
歳
未
満
で
、

今
ま
で
一
回
も
受
け
て
な
い
、
ま

た
は
一
回
だ
け
受
け
た
方
も
含
み

ま
す
)

投
与
方
法
・
:
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
、

0
・
0
五
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
ず
っ

こ
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

受
付
時
間
:
・
各
会
場
と
も
午
後

一
時

三
十
分
か
ら
同
二
時
三
十
分
ま
で

持
ち
物
・
:
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の
な
か
に
綴
り

込
ん
で
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
手

帳
の
な
い
場
合
は
、
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
)

注
意
・
そ
の
他
・
:
①
赤
ち
ゃ
ん
手
帳

の
「
禁
忌
事
項
」
に
該
当
す
る
子

供
さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
(
下

痢
患
者
な
ど
)
。
②
接
種
目
の
入

浴
は
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

③
生
ワ
ク
チ
ン
服
用
後
三
十
分
ぐ

ら
い
は
、
飲
食
を
き
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
服
用
後
二
週
間
は
、
抜

歯
、
へ
ん
と
う
摘
出
な
ど
の
手
術

は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。
④
接
種
後
、

名
接種目

i 場 1回 2回
大す 象 I也 区

l同扇止センター 1月7 0 21月6 1 川西地区

トrー
上野が丘 公 民館 決日) (水日) 神科・豊殿地区

戸ーーーー
東部地区(踏入・泉町・上常田・

常中常田・下常田・北
田・材木町・常入)

西部地区(下紺屋IsT・鎌原・西
脇・新町・諏訪部・

上田市保健センター 10 11 生塚・常磐町・緑が

(市役所南庁舎2階) 月 月 丘・新屋・緑が丘北・
緑が丘西・城北)

8 27 中央地区(横町・海野町ー.原町・

日 日
袋町・馬場町・田町・
丸堀町・木町・北大

(水) (木) 手)

三好町会館 城下地区

神川地区 公民館 神川地区

南部地区(南天神町・泉平・北天

神町・松尾町・鷹大匠町・

本町原・末柳広町町・ 手町)

上田市保健センター 10 11 北部地区(上川 ・下川原柳
町・愛宕町・上鍛冶町・

(市役所南庁舎2階)
月 月 鍛冶町・上房山・下房

9 28 山・柳町・新田・上紺屋
町)

日 日 塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

塩田母子健康センター (木) (金) 塩田地区

川辺町会館 川辺・泉田地区

(秋期)昭和61年度小児マヒ予防接種目程表

れ回目 と2回目の間隔は、 6週間以上あけてください。

業駐車場が狭いので、車での来庁はなるべく ご遠慮、ください。

高
熱
、
お
う
と
、
け
い
れ
ん
そ
の

他
異
常
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

医
師
の
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
こ
の
予
防
接
種
と
三
種
混
合
、

麻
し
ん
の
予
防
接
種
の
時
期
が
同

じ
な
の
で
、
接
種
に
あ
た
っ
て
は

間
隔
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

。
(
ポ
リ

オ
生
ワ
ク
チ
ン
・
麻
し
ん
は
接
種

後
一
か
月
問
、
三
種
混
合
は
二
週

間
、
他
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
)

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
事
前
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
0
5

六
十
一
年
度
第
二
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と

き

・:
十

一
月
二
十
三
日
田

と
こ
ろ
・
・
上
回
合
同
庁
舎
は
か

試
験
の
種
類
・
:
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

願
書
受
付
・
・
・
九
月
二
十
九
日
旬
、
か
ら

十
月
四
日
出
ま
で
に
、
消
防
試
験

1日

1 :;;:) 

かんで

うが用

まで開

研
究
セ
ン
タ
ー
(
干
3
8
0

長

野
市
大
字
南
長
野
字
宮
東
四

一
九

妻
科
庁
舎
内
包

0
2
6
2
⑫
0

8
7
1
)

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
願
書
お
よ
び
試
験
実
施
案
内

は
、
消
防
本
部
予
防
課
と
上
小
地

方
事
務
所
総
務
室
に
あ
り
ま
す
。

事
前
講
習
会
を
聞
き
ま
す

マ
と

き

十

一
月
六
日
同

マ
と
ニ
ろ
上
田
合
同
庁
舎

マ
申
し
込
み
九
月
二
十
九
日
開
か

ら
十
月
四
日
出
ま
で
に
消
防
本
部

予
防
課
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

去』い。

戸、帯端ハ山品川市川川町議門
.. 山
崎
機
密
議
γ詐
幻
影
阿
部
場
臨麟

水
彩
画
展
覧
会
を

鰍綴

開
き
ま
す
鰍

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
ー
鰍

日
本
水
彩
画
会
上
田
支
部

鱗

」ゅははげ
l
i
l
l
1機

日
本
水
彩
画
会
上
田
支
部
で
は
、

次
の
と
お
り
水
彩
画
展
覧
会
を
聞
き

ま
す
。

と
き
・
:
九
月
二
十

一
日
制
か
ら
同

二
十
五
日
同
ま
で
、
時
間
は
午
前

九
時
l
午
後
五
時

と
こ
ろ
:
・
総
合
展
示
館
(
上
回
公
園

内
)

入
場
料
:
・

~
般
二
百
円
、
高
校
生
町

内
、
小・中
学
生
五
十
円

十 25)

- 13) 

+ 38) 
- 33) 
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